
小松市墓地（向本折）の
使用区画の申し込み（第1期）について

自分の祖先の祭祀をつかさどり、使用許可後３年以内に墓を建てる人。
同一世帯人を含めて小松市墓地及び菩提公園に墓所を有していない人。
（墓所の使用は同一世帯で１人のみ）
※これら全ての条件を満たす人。そのほかの要件は、募集要項をご覧ください。

　向本折町の小松市墓地内において、使用区画（30区画）の申し込みを開始します。

12月27日（水）※第１～３希望区画まで受け付け、応募多数の場合は抽選、ほ
かに応募がなければ使用権が内定となります。

申込用紙に必要事項を記入し、エコロジー推進課へ直接提出｡
※募集要項、申込用紙はエコロジー推進課に設置のもの、もしくは市ホー
ムページからダウンロードしてご利用ください。

問い合わせ　エコロジー推進課　☎24・8067

11月27日（月）～ 12月20日（水）公募期間

対 象 者

申し込み

抽 選 日

永代使用料 １㎡あたり170,000円（市外在住は255,000円） 

予定区画

２㎡以上４㎡未満

４㎡以上５㎡未満

５㎡以上６㎡未満

６㎡以上７㎡未満

７㎡以上８㎡未満

８㎡以上10㎡未満

７区画

５区画
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２区画
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光かがやく、やさしいまち・こまつを目指して

JR小松駅周辺を
イルミネーションで彩ります
期 間 10.5［木］～ 2018.1.31［水］

と　き　10月5日（木）17時30分～
ところ　JR小松駅西口広場
内　容　小松市立高校吹奏楽部による演奏、「Ms.
の会」によるぜんざいのおもてなし
問い合わせ　まちデザイン第１課　☎24・8100

　内閣府が定めた「女性に対する暴力をなくす運動」期間に
合わせて、小松駅前市民公園にてパープルライトアップを行
います。
点灯期間　11月1日（水）～7日（火）
問い合わせ　市民協働課　☎24・8217

イルミネーション点灯式 パープルライトアップ～DVの根絶をめざして～

　小松駅西口広場にて、約1万6千球のイルミネーションで光のに
ぎわいを創出します。今年は、鉄道・運輸機構の協力により東口広
場へ向かう通路でもイルミネーションを点灯します。

毎年恒例 

さい し

　市民の防火・防災に関する意識や認識を把握することは、今後の消防行政の施策を考える上で非常に大
切です。今回、市内に在住する18歳以上2,227人を対象に「防火・防災に関する意識調査」を実施し、
1,952人から回答を得ました。

消火訓練の指導

調査結果について

防火防災講座　防火寸劇 地域消防団との連携

スプレー式の
簡易消火用具
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※調査結果の詳細については、小松市消防本部ホームページをご覧ください。

■＝平成29年　　■＝平成14年

　消火器の設置率は55.7%で、15
年前より減少しています。消火器に
ついては「使い方を知らない」「使え
るか自信がない」という回答が
44.4%を占めています。

　3人に1人が強い地震の際に、
「使っている火を消す」と回答しまし
た。しかし、まず「身の安全を守る」
が重要で、揺れが収まってから火の
始末が基本です。

　246町内全てに自主防災訓練組織
ができたことにより、6割を超える
人が自主防災訓練に参加するように
なりました。これからも近所の皆さ
んを誘って参加しましょう！

　皆さん災害に対する不安を漠然と抱えているものの、「自分の命は自分で守る」という意識を
十分に持っているとはいえません。一人ひとりが「自分が災害に遭うかも…」という危機感を持
って、普段から災害への準備をし、いざという時に具体的な行動ができるようにしましょう。

問い合わせ　消防本部予防課　☎20・2706

Ｑ 緊急地震速報が流れました。あ
なたはまず何をしますか？Ｑ 地域の自主防災訓練に参加して

いますか？Ｑ

「防火・防災に関する意識調査」から
より「安全・安心なまち」へ

調査結果から

防火・防災の意識や行動力のアップのために…
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